
文芸部門

未
だ
増
や
す
つ
も
り
自
慢
の
笑
い
皺

大
賞
　
川
柳
　
中
村  

芳
子

耐
へ
た
る
は
私
と
妻
は
ま
た
も
言
ふ
俺
も
耐
へ
た
り
同
じ
数
ほ
ど

市
長
賞
　
短
歌
　
木
嶋  

政
治

● 

市
議
会
議
長
賞
　
坂
本
悦
子
　

⃝
 

教
育
長
賞
　
実
政
梨
江

● 

文
化
連
合
会
長
賞
　
広
田
智
恵
子

● 

小
中
学
生
川
柳
優
秀
賞
　
河
崎
桃
花
・
喜
多
紋
加
・
西
本
咲
心
・
村
野
未
來
・
山
田
結
月

芸術文化振興奨励賞受賞者
芸術文化の分野で高い水準の創作活動を続けている将来性がある個人、団体に授与するもの

      SHIMONOSEKI ARTS AND CULTURE 問文化振興課
（☎231-4691）

芸術文化祭受賞者 ※敬称略　

市内在住。2023年の日本伝統
工芸展、伝統工芸諸工芸展で
それぞれ入選。2024年西部伝
統工芸展ではNCC長崎文化放
送賞を受賞するなど、確かな
実績を残し躍動する若手作家。

美術部門・工芸
硯司 中村 一姫 さん

伝
統
工
芸
の
世
界
に
憧
れ
、
地
元
下

関
が
誇
る
赤
間
硯
に
出
会
い
、
15

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
奨
励
賞
を

頂
き
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
日�

々
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
る
師
匠
方
や

応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

�

　
制
作
に
お
い
て
は
、
実
用
的
で
あ
り
な

が
ら
、
誰
が
見
て
も
美
し
く
見
え
る
造
形

と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
際
は
、
思
い
悩
み
ま
す
が
、

石
を
彫
り
始
め
る
と
集
中
し
て
制
作
に
向

き
合
え
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
技
術
の

向
上
に
努
め
、
硯
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

も
学
び
を
深
め
、
受
け
継
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市内在住。下関市・北九州市を
中心に弟子の育成に力を注ぐ。
全国規模で開催される舞踊大
会や海外文化交流事業、地域
行事（先帝祭など）に出演する
など幅広い活躍をしている。

芸能部門・日本舞踊

日本舞踊家 花柳 多智雛 さん

美術部門

大賞
絵画・版画等 「夕暮れに訪ねる」　
岡  寿子

市長賞
彫刻・立体作品 「ひらめき」
武久  万里子

● 市議会議長賞　江夏勝重
⃝ 教育長賞　奥田純
● 市文化協会長賞　上本雅
● 菊川文化協会長賞　小松原実由紀
● 豊田文化協会長賞　新免一恵
● 豊浦文化協会長賞　竹下篤志
● 豊北文化協会長賞　髙木智大
● 審査員特別賞　
　 𠩤田幸村・田中義文・佐藤博美・
　 扇修一・藤田修一

賞
を
頂
き
、ま
す
ま
す
こ
の
道
で
励
ん

で
い
く
覚
悟
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

下
関
で
日
本
舞
踊
の
活
動
を
す
る
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
舞
踊
は
、
森
羅
万
象
を
表
現
で
き

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
役
柄
や
動
物
、
風
や
花
に
も

な
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
あ
る
下

関
と
日
本
舞
踊
は
相
性
が
良
く
、
お
互
い

の
魅
力
を
発
見
し
合
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
師
匠
か
ら
私
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
を

後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
私
自
身
が
魅
力
あ

る
芸
、
魅
力
あ
る
人
で
あ
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
若
者
が
下
関
で
活
躍
で
き
る
場

所
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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